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	製品名: ビメンチン（リン酸化Ser56）ウサギポリクローナル抗体
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は中間径フィラメントファミリーのメンバーをコードします。中間径フィラメントは、微小管およびアクチンミクロフィラメントとともに細胞骨格を構成します。この遺伝子によってコードされるタンパク質は、細胞の形状維持、細胞質の完全性、そして細胞骨格相互作用の安定化を担っています。また、免疫応答にも関与し、低密度リポタンパク質（LDL）由来コレステロールのリソソームからエステル化部位への輸送を制御します。さらに、細胞接着、遊走、そして細胞シグナル伝達に関与する多くの重要なタンパク質のオーガナイザーとして機能します。この遺伝子の変異は、優性粉粒体白内障を引き起こす。[RefSeq提供、2009年6月],機能：ビメンチンは、様々な非上皮細胞、特に間葉系細胞に見られるクラスIII中間径フィラメントである。,オンライン情報：ビメンチンエントリ,PTM：間葉系起源の様々な細胞において最も顕著なリン酸化タンパク質の1つ。細胞分裂中にリン酸化が促進され、その際にビメンチンフィラメントは著しく再編成される。,配列注意：イントロン保持。,類似性：中間径フィラメントファミリーに属する。,サブユニット：ホモポリマー。HCVコアタンパク質と相互作用する。LGSNおよびSYNMと相互作用する。,組織特異性：線維芽細胞で高発現、Tリンパ球およびBリンパ球で若干発現、バーキットリンパ腫細胞株ではほとんどまたは全く発現しない。多くのホルモン非依存性乳癌細胞株で発現している。
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	ビメンチン（リン酸化Ser56）抗体を用いたリン酸化ペプチド（リン酸化左）および非リン酸化ペプチド（リン酸化右）免疫原の酵素結合免疫吸着測定法（リン酸化ELISA）
	

	ビメンチン（リン酸化Ser56）抗体を用いたパラフィン包埋ヒト乳癌の免疫組織化学染色。右の写真はリン酸化ペプチドでブロッキングした状態。
	

	ノコダゾール1μg/mlで16時間処理したA549細胞のライセートを、ビメンチン（リン酸化Ser56）抗体を用いてウェスタンブロット解析した。右レーンはリン酸化ペプチドでブロッキングされている。
	

	リン酸化ビメンチン（S56）ポリクローナル抗体を用いたA549細胞のウェスタンブロット解析

